
ル
、
コ
ト
ニ
為
リ
十
月
廿
八
日
夜
東
京
騨
ョ
リ
出
稜
サ
ル
文
庫
主
任
北
浦

〔
大
介
〕
書
記
モ
随
行
ト
シ
テ
同
伴
セ
リ
旅
行
期
間
ハ
一
ヶ
月
ノ
豫
定
ニ

シ
テ
朝
鮮
経
由
満
洲
鐵
道
二
依
リ
十
一
月
七
日
二
北
京
二
安
着
セ
ラ
ル

正
木
〔
直
彦
〕
校
長
一
行
の
動
静

北
浦
大
介
氏
か
ら
の
束
信
を
繰
合
す
る
と
十
月
廿
八
日
東
京
騨
を
出
焚
さ
れ

た
正
木
校
長
一
行
は
慶
州
、
京
城
、
開
城
に
新
羅
、
李
朝
、
高
麗
の
逍
跡
を
訪

ひ
十

一
月
三
日
平
壌
着
、
楽
浪
、
高
句
麗
の
逍
跡
を
見
て
四
日
奉
天
に
、
七
日

の
夕
北
京
着
の
由
、

『
奉
天
か
ら
北
京
ま
で
の
汽
車
は
通
じ
て
は
ゐ
る
も
の
4
停
車
毎
に
兵
隊
が
車

中
を
調
べ
に
歩
く
様
子
で
物
駿
で
し
た
』
『
戒
厳
令
を
布
か
れ
居
り
候
へ
共
各

方
面
の
歓
待
至
ら
ざ
る
な
く
或
は
祖
皇
居
内
の
偉
心
殿
に
て
穂
理
出
席
の
盛
宴

あ
り
或
は
宣
統
帝
の
弟
親
王
の
招
宴
あ
り
或
は
皇
族
の
来
訪
あ
る
等
え
ら
い
優

待
に
恐
縮
致
し
居
り
候
』
『
毎
日
無
事
各
方
面
の
御
馳
走
攻
め
に
あ
っ
て
ゐ
ま

す
。
博
物
館
や
所
蔵
家
も
見
廻
つ
て
ゐ
ま
す
が
流
石
支
那
美
術
の
名
品
が
残
っ

て
ゐ
ま
す
。
校
長
先
生
は
一
行
中
一
番
健
康
で
す
』

本
校
創
立
第
四
十
回
記
念
日
記
事

十
一
月
四
日
質
は
十
月
四
日
が
そ
の
宜
際
の
日
な
の
だ
が
、
＿帝
展
の
都
合

で
毎
年
一
ヶ
月
遅
れ
を
記
念
日
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
今
年
は
日
本
甕

の
結
城
〔
貞
松
〕
数
授
、
園
案
科
の
島
田
〔
佳
突
〕
教
授
、
柔
道
の
井
上

〔縫

太
郎
〕
師
範
の
各
廿
五
年
勤
績
の
式
と
が
兼
ね
て
行
は
れ
た
。
但
し
〔
正
木
直

彦
〕
校
長
は
支
那
へ
旅
行
中
の
為
久
米
〔
桂
一
郎
〕
数
授
が
式
を
司
ら
れ
た
。

数
授
の
言
を
約
言
す
れ
ば
『
我
が
美
術
學
校
も
四
十
歳
を
罷
て
相
嘗
の
歴
史
を

有
す
る
に
至
り
社
會
的
の
存
在
や
寄
典
も
多
く
な
っ
た
か
ら
今
後
の
學
生
は
盆

職
員
動
静
〔
二
六
ー
六
。

S
・
ニ

・
十
ニ

・
一
八
〕

い
に
活
躍
し
て
元
氣
を
見
せ
て
ゐ
た
。

々
自
重
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。
』
と
云
ふ
の
で
あ
っ
た
。
式
後
能
狂
言
二
番

に
一
同
打
寛
ぎ
固
食
後
雨
模
様
で
は
あ
っ
た
が
第
二
回
の
校
内
運
動
競
技
會
が

催
さ
れ
た
。
小
雨
の
中
で
は
あ
っ
た
が
學
生
逹
は
こ
の
記
念
日
の
催
し
に
皆
大

正
木
學
校
長
蹄
朝

日
支
美
術
の
提
携
を
主
唱
し
な
が
ら
行
き
な
や
ん
で
ゐ
る
東
方
箱
聾
協
會
問

題
解
決
の
た
め
去
る
十
月
下
旬
よ
り
渡
支
中
で
あ
っ

た
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
一

〔
マ
マ

〕

行
四
名
（
北
浦
、
大
介
氏
、
溝
口
禎
次
郎
氏
、
田
邊
碧
堂
氏
）
は
命
を
全
し
併

せ
て
満
鮮
、
支
那
の
美
術
視
察
を
終
り
十
二
月
七
日
午
前
十
一
時
三
十
分
東
京

騨
蹄
着
元
氣
頗
る
旺
盛
出
迎
の
庶
務
主
任
に
「
午
後
は
學
校
へ
行
き
ま
す
」
と

云
は
れ
た
、
芹
澤
〔
閑
〕
氏
恐
縮
「
先
一
日
御
休
蓑
を
と
」
再
―
―
一
の
言
に
そ
の

日
は
出
勤
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
翌
日
は
定
刻
出
勤
些
の
疲
れ
も
見
え
ず
平
常
の

通
り
執
務
せ
ら
る
。
（
旅
行
談
は
次
琥
に
）

関

連

事

項

①

入
学
試
験
科
目
の
修
正

昭
和
二
年
二
月
五
日
付
『
国
民
新
聞
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

東
京
美
術
學
校
が
試
験
に
大
英
断

鉛
筆
淡
彩
甕
で
よ
い

敷
學
等
も
加
へ
て
今
年
か
ら

345 第5節 昭和 2年



② 現
在
の
中
等
學
校
の
圏
霊
教
育
で
は
一
切
毛
筆
を
使
用
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
ゐ
る
の
で
、
美
術
家
志
望
の
青
年
は
受
験
の
前
に
少
く
も
―
二
年
は
専
門

の
毛
筆
盪
家
に
師
事
し
て
筐
く
必
要
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
改
正
で
其
の
要

が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
準
備
の
為
め
の
毛
筆
霊
風
が
そ
の
師
風
に
な
づ
み
作

蓋
上
の
わ
ざ
は
ひ
と
な
っ
た

こ
と
を
全
く
除
去
し
純
な
質
で
大
に
の
び
る
こ

と
が
出
来
る
と
云
ふ
に
あ
る
。

こ
の
報
道
は
、

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
所
載
入
試
問
題

(333
頁
参

照
。
な
お
、
こ
の
年
か
ら
入
学
試
験
問
題
が
同
誌
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
）
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
日
本
画
科
の
写
生
の
試
験
に
お
い
て
毛
筆
画

あ
る
い
は
鉛
筆
着
色
画
の
一
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
は
、
必
然
的

に
毛
箪
画
の
衰
滅
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
、
本
校
草
創
期
の
伝
統
復
興
路

線
は
さ
ら
に
一
層
細
々
と
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

『
鞣
飾
録
』
の
頒
布

昭
和
二
年
十
一
月
、
漆
工
技
法
の
専
門
書
と
し
て
費
重
な
『
楳
飾
録
』
が
体

で
あ
る
、
即
ち

上
野
の
東
京
美
術
學
校
で
は
、
こ

の
二
十

一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
入
學

願
書
を
受
付
け
る
が
、
今
年
か
ら
入
學
試
験
科
目
に
か
な
り
の
菱
改
が
加
ヘ

ら
れ
た
、
先
づ
建
築
科
、
岡
案
科
に
は
宜
技
の
外
に
歴
史

、
用
器
盟

、

特
に
日
本
壷
科
に
於
て
従
来
毛
筆
の
み
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
窟
生
試
験
を
、
新

に
「
鉛
筆
淡
彩
霞
」
で
も
よ
い
と
附
け
足
し
て
面
目
を
新
に
し
た
、
こ
れ
は

中
々
の
大
英
断
で
か
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
様
な
便
宜
が
得
ら
れ
る
の

學
、
國
語
等
を
何
れ
も
中
等
學
校
卒
業
程
度
で
課
す
る
外

敷

開
叫
〗
ぃ
直

凰
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『楳 飾 録』

楳
飾
録
（
二
巻
）

民
國
の
朱
啓
鈴
氏
の
知
る

所
と
為
り
、
遂
に
同
氏
の

て
も
唯
一
の
漆
工
技
法
専

門
書
な
り
。
然
る
に
此
書

の
流
布
廣
か
ら
ざ
り
し
に

我
邦
に
て
は
僅
に
常
本
に

て
他
は
り
し
が
其
寓
本
す

ら
天
下
敷
本
に
過
ぎ
ず
。

吾
校
に
は
一
部
を
存
せ

り
、
録
に
大
村
西
崖
先
生

の
東
洋
美
術
史
を
著
述
さ

れ
た
る
中
に
楳
飾
録
が
漆

工
家
の
珍
籍
た
る
こ
と
を

稲
せ
ら
れ
し
を
以
て
支
那

手
に
依
り
巻
頭
に
詳
細
な

る
も
の
な
き
に
至
れ
り
。

や
支
那
に
て
も
久
し
く
軟

書
と
為
り
居
り
殆
ん
ど
知

2
 

楳
飾
録
は
明
の
黄
成
の
詣

著
す
所
に
し
て
支
那
に
於
身

一
冊

裁
を
改
め
て
頒
布
さ
れ
た
。
頒
布
の
事
情
に
つ
い
て
は
次
の
広
告
に
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
る
。
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